
16 － 29
12 － 32
18 － 17
21 － 17
－

審判 主審 副審

岐阜精華 筑紫野
No. 得点 3P 2P FT Ｆ No. 得点 3P 2P FT Ｆ

4 ＊ (C) 0 0 0 0 1 4 ＊ (C) 24 2 9 0 1

5 ＊ 14 0 7 0 1 5 ＊ 18 2 6 0 2

6 ＊ 9 0 4 1 4 6 ＊ 15 0 7 1 4

7 ＊ 2 0 1 0 0 7 ＊ 14 0 7 0 3

8 0 0 0 0 0 8 2 0 1 0 1

9 - - - - - 9 0 0 0 0 0

10 10 1 3 1 2 10 0 0 0 0 0

11 - - - - - 11 0 0 0 0 0

12 - - - - - 12 ＊ 11 0 5 1 3

13 - - - - - 13 6 0 3 0 3

14 - - - - - 14 0 0 0 0 0

15 - - - - - 15 0 0 0 0 0

16 - - - - - 16 5 1 1 0 0

17 - - - - - 17 0 0 0 0 0

18 ＊ 32 0 14 4 3 18 0 0 0 0 2

67 1 29 6 11 95 5 39 2 19

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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95 筑紫野
(岐　阜)

岐阜精華 67
●

２日目 決勝トーナメント１回戦

結
果 (福　岡)○

2GB4
期 日
試合区分

会 場 広島県立総合体育館

   両チームハーフコートのマンツーマンＤefでスタートする。筑紫野は果敢にパスカットを狙い、＃６の速いドライブで
得点を重ね、２－１０とする。岐阜精華はセンターにボールを集め勝負する。筑紫野は＃７を起点に、１対１を仕掛け、
ジャンプシュートで加点し、１６－２９のリードで第１Ｑを終える。第２Ｑ、筑紫野はスティールから速攻で得点し、残り５
分で２０－４０とリードを広げる。＃４の３Ｐ等でさらに点を加え、２５－４９となったところで岐阜精華がタイムアウトをと
るが流れは変わらず、筑紫野の前からの激しいあたりと衰えない運動量で次々と速攻を決め、２８－６１で２Ｑを終
了。
　３Ｑ、筑紫野＃５の３Ｐで始まる。岐阜精華は、筑紫野＃７に対して＃１０をマークさせボールを持たせない作戦に出
る。その間に岐阜精華＃５の連続シュートで得点を挙げるが、筑紫野も＃５のドライブ、３Ｐでなかなか差が縮まらず、
４６－７８で３Ｑ終了。４Ｑ、２分過ぎから岐阜精華はオールコートマンツーマンＤefにかえ、フロントからプレッシャーを
かけてくる。スチールから連続２ゴール取られたところで、筑紫野タイムアウト。最後まで筑紫野の運動量は変わら
ず、＃７のドライブ、速いパス回しで得点を重ね、終始リードを保ち、６７－９５で筑紫野が決勝トーナメント１回戦に勝
利した。

0

20

40

60

80

100

0 8 16 24 32

得
点

岐阜精華 筑紫野

■タイム
　アウト


